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この三 つ の文 は 「～ は ～ で す」 と い う名 詞 文 で あ る が,各 文 の提 出意 図 は
それ ぞれ 異 な っ て い る。a・は基 本 的 な名 詞 文 の構 造,b・ は連 体修 飾 を含 む
名詞 文,c・ もb.と 同 様 で あ る が,特1と 比較 の場 面(最 上 級 の応答 文)で 提







とい え ぱ,a,b,c・ とそ れ ぞ れ 内容 的 には 同 じ意 味 を表 して い て も,用 い ら
れ る揚 面,つ ま り談 話 的 な構 成 の違 い がみ られ よ う。 また,各 文例 の提 出
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される過程には動詞表現,連 体修飾構造の知識などさまざまな学習要 目が
あり,学 習者 にとっては必ずしもこれ らの文型問の関連的な理解は構造的
にも意味的にも正確ではない場合が少なくない。部分的な理解と全体的な
枠組みの理解は常に平行 した作業で得 られるものとは限 らないだろう。上
記の文型 は教科書の中では有契的な関連性をもたず,む しろ恣意的な一面
が感 じられる。個々の文型 の定着が学習者のなかで,正 確 に継承 されてい
るかどうかは,学 習者の負担,効 率性などを視野にいれて,さ まざまな分
析 を経てみなければ,不 明な点 も依然として多いのではなかろうか。
2.a.旅 行 は楽 しいで す 。
b・ み ん な で旅 行 す るの は楽 しい です 。
c.昨 目食 べ た料 理 はお い しか った です 。
のような形容詞文についても同様の背景が指摘 されよう。述語構造に着 目
すれば,形 容詞文 という共通性はみ られても.,学習者 にとって実際の定 着,
運用力は必ず しも均質的であるとはいえない。b。 は埋め込み文(補 文節)
構造を,ic,は 連体修飾構造 をそれぞれ含んだ文であ り,述 語にかかる成
分については当然のことながらレベルの相違がいちじるしい。上述の名詞
文 「～は一です」にしても,「今(は)10時 です」,「私 は20歳 です」,「今
日は日曜日です」 などのさまざまな表現類型 もあれ ば,「僕 はウナギだ」,
r芸術は爆発だ」 といった省略的,修 辞的な表現 もある。また,r私 は頭 が
痛 いです」,r飛 行機 都一番速いです」といった文型 もほぼ区別 なく同じ形
容詞文として認識される。学習者は文型 という骨格 を文理解の手掛か りと
しながらも,こ れ らの類型の違 いを越えて正確な定着 をはかるには,揚 面
性の理解や,値 の学習要目の理解など周辺的な解明 もあわせながら,さ ま
ざまな検証 を積み重ね,表 現体系を構築 していくという複合的な作業が求
められるのである。
初級 レベルにおいてさえもこのような問題点 び考 えられるのであるが,
それでも学習項 目の提出順にはたいした違 いはみ られず,複 数の教科書 を
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通じても,総 体 として共通性を確認する.こ.とができる。目だか,中 級以降と







に際 しては,お のずと粗密な状況がうまれてくる結果となる。 こうした不
便さを補 う意味でも,「 文型集」 という教材 の開発が指向されるめである
携 上記の問題点を検討 しながら・学習者 の立場 に立った・効率的な定着
が反爲 されるためには,ま だ多 くの調査研究 が残 され七いるといえよう。
本稿は,中 国でここ数年編纂された日本語文型教材を例 に,そ の特色,
傾向をさぐるとともに,「文型集」のもっ構成上の問題,機 能的な意味 につ
いて検討 しながら,そ れ らを構成するいくつかの要件について考えてみよ
うというものである1)。まず,.前 半部分でその主な文型教材 を紹介 し,次
にそれ らにみられる諸問題点を検討 し,今 後,r文 型集」を開発し,教 材化
していくにあたっての留意点をあげてみることにしたい。
2・・中国の日本語文型教材にみる諸特徴 一1一
中国では,今 日,各 種 の日本語教育,巨 本語研究に関する教科書教材,.
参考書1工 具書(辞 書類 をさす)な どが陸続 と出されてお り,学 著者の多様
な二一ズ と目的に沿った教材の分化 も進んでいる。日本語が英語についで
外国語学習の関心度の高い,ま た需要の大きい外国語として認識 されてい
工)以 下 にあげる教材資 料は1995年 夏の時点で 調 査 した も のに限 られて いる。
実際 には このほかに も多 くの類似的 な文型教材 が出版 されて いる もの と思 わ れ る
が,中 国 に限 らず,海 外 の 日本語 教科書教材編集 の動 向把彊 については現在 の とこ
ろ個 人的 な調査 に頼 らざるをえない という事情が ある。
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る背景には,80年 代の中葉 から本格化 した開放改革経済,現 代化路線 のも
とに,身 近な隣国である日本から,多 くの科学技術,経 営管理技術 を効率
よく吸収 しようという・いわば大局的な意味での 「技術移転」 という実践
的な目的指向がうかがわれるのであるが,多 くの教科書教材や学習参考書
にも精度の違いはみ られても,さ まざまな成果 を とりいれながら,独 自
の,か っ実用的な編集意図を随所に見いだすことができる。
将来の目本語教材のあ りかたを模索するとき,目 本国内だけでな く,海
外における出版事情を把握 し,そ こから有用 な手法,観 点を可能な阪 り吸
収することも,数 学の手法を比較検討するうえで必要な作業であると考え
られる。それは地域的な特徴による学習 と研究の成果が教材 として多 く経
験的に工夫 きれているからにほかならない。 日中両国の教材研究の成果の
相互検証 と新鮮な情報の充填 もまた・ 日本語の研究面のみならず将来 のよ
り充実 した教科書教材の開発にも寄与することになるであろう.
文型教材は既習知識Q整 理 という点からも,具 体的で明確な目的 ・性格
をもち,学 習者にとっても身近な教材 の一つであるといってよい。文型教
材 にも前述 したような,実 用的な観点,す なわち科学技術の翻訳に役立つ
ような工具書(辞書)的 な性格 を意図するといった背景が出発点 としてある
と考えられる2〕。 中国の目本語教材の中でも比較的種類 も多 くみられ・重
要な位置 を占めているとい う印象をもつが,こ こではむしろ中国人に とっ
て日本語の文型 がどのように認識され・分類 されているのかといった点に
関心がある。そ うした実情を知ることによって,学 習項 目の提出順や難易
度 をめぐって多 くの経験的知見も得 られるに違 いない。 ここではまず今 日
の中国の日本語教育における文型研筆,教 科書教材編集に大きな影響 を与
えたと思われ る四つの文献にっいて紹介することにレたい。
2)文 型教育,文 型教材 の必要性につ いては,一 方 では理工系大学 にお ける 日本
語教育 の需要 か ら認識 され てきた とい う背景 炉 あることを,筆 者 は中国の湖南 大学




まず 中 国 の β本 語 教 育 に お け る文 型 研 究 に あ っ て忘 れ て は な らな い の が
本 書 で あ ろ う・ 周 氏 は序 文 に もあ る通 り・ 陳信 徳 編著 『現 代 目本 語 実 用 語
法(上 ・下)』(商 務 印 書 館1964)の 研 究 の流 れ を引 き継 ぐ形 で,1960年 代
か ら文 型 分 析 研 究 に取 り組 み,70年 代 後 半 か ら80年 代初 頭 にか けて 日本
語 の文 型 につ い て の理 論 的 研 究 の基礎 を確 立 した と い わ れ る。 「慣 用型 」
とい う視 点 も こ こ で は ピ め て明 示 的 に用 い られ た。 本 書 は慣 用 型 をn潰 用
句 型 」(49項 目),r修 錨 慣 用型 」(80項 目),r補 肋 慣 用 型 」(58項 目),r呼 応
慣 用型 」(33項 目)の 五 っ に分類 し,そ れ ぞ れ使 用 頻 度 の高 い文型 に つ い て
詳 細 な用 例 を収 録 しな が ら説 明 を加 えた も ので ある 。「慣 用 句型 」 には 「一
の を渋 る」 「～ を して遊 ぶ 」 「～か ら川 を ま もる 」 の よ うな連 語 的性 格 で あ
る 〈小項 目〉 か ら,「 ～ とは ～ で あ る」 「～ だ か ら とい っ て ～ な い」 の よ う
な 〈大項 目〉 まで さ ま ざ まで あ る。 「修 飾 慣用 型 」 で は主 と して副 詞 節 を
あつ か って い る が・ 量 的 には本 書 で は最 も多 く を占 め る。 ζれ に対 して・
「補助 慣 用型 」 は主 と して文 末 に現 れ る助 動 詞 相 当 の表 現 で ある
。 「～ ず じ
ま 溶だ 」 「一 め に は変 わ りな い」 とし・っ た連 語 的構 成 の表 現 項 目 も 多 く含
まれ て い る。 「呼 応 慣 用 型 」 は副 詞 と呼 応 す る文 末 文 型 につ い て の分 類 で,
否 定表 現 な ど のモ ダ リテ ィ的 念性 格 分析 が主 体 で あ る。索 引 に は,類 似 的
な文型 も含 め 一1,2師g文 型 を数 え る こ と がで きる が,本 書 の分 析 手 法 が
中 国 の 日本 語研 究,と くに文型 研 究 に果 た した役 割 は非 常 に大 き く,以 後
現 れ る文 型 関係 の教材 は,多 かれ少 な かれ本 書 の成 果 をふ え えた も の と い
っ て も過 言 で は な い,次 に,「 修 飾 慣 用 型 」 か ら項 目番 号 偲 の用 例 記 述 を
あげ て み よ う。目各 項 目に は,そ の文 型 の品詞 接 続,中 国 語 訳 が 明示 され,
以 下[類 似 慣 用型(類 似 文型)],[結 構(構 造)],[接 続1,[例 句(文 例/用 例)],
[解説1ン とす べ て 中 国語 に よる説 明,訳 例 が呈 示 され て い る。
§48(体)と い うほ どの(同 一 体 言 ・同義 詞)
(可以称 得 上 … 的 …,算 得 上 ・一的 …)
一112r
[類似 慣 用 型(類 似 文型)1
1・(体)と い え る ほ ど の(同 一 体言 ・同 義 詞)
2・(体 〉ら し い(同 一 体言)
[結構 く構造)]
「補 格 助 詞 〈と〉÷ 動詞 くい う>+副 助 詞 くほ ど〉+領 格(所 有 格〉助 詞
くの 〉」 か ら構 成 さ れ る.類 似慣 用 型1の 「い う」 は可 能 動 詞 「い え る」
に変換 可 能 。2の 「ら しい」 は 接 尾 詞 。
[接続]
前 後 は 同一 体言 また は同 義,近 似 的 な意 味 の体 言
[例句(文 例/用 例)]
L解 放 前,工 場 とい うほ どの工 場 は な か った 。
2.こ の辺 には水 源 とい え るほ ど の川 は な い。 一
3・ 解 放 前,こ の町 には工 業 ら しい工 業 は な く,(略)… い くつ か の
小 さ い工場 が あ った にす ぎ な い。
[解説]
「ほ ど」 は程 度1をあ らわ し
,「 い う」 は 「～ と称 す る」「酎 とみ な す」 の
意 味 で使 われ る。 この慣 用 型 の直 訳 はr～ と い う よ う な パ とみ な して
よ い」 とな り,中 国語 で は 「可 以 称 得 上 一・的 」r算 得 上 … 的 」r象 様 的
一」 な ど と訳 され る
。 こ の慣用 型 の 中 の 「ほ ど」 を省 略 して も意 味 は
変 わ らな い。 「工 揚 とい うほど の工 場 」 像 様 的 工 場)/r工 場 と い う工
揚 」(所 有 的 工 揚)。 こ の慣 用型 は後 の述 語 に通常 否 定 形 式 を用 い る。
[解説]に は中国語 との対照か ら学習者にとって実用的な知識 が紹介 されて
いる。ただし例文にっいては,作 例的なものも多少重複 してみられ る。 と
もあれ,本 書は著者の長年の日本語教科書編纂,文 法分析研究 の経験 をふ
まえながら,目中国人学習者の立揚に立って編集 されたもので,研 究者 にと
っては日本語の分析的な視点 を捷供 し,ま た学習者 にとっては多 くの用例
によって翻訳作業にも有益な参考資料 となるなど,大 きな貢献 を果た して
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お り,現 在 で もそ の評 価 は失 っ て い な い。
□2。 『日語文型語形分類解説』活国男編 秀英出版(1979)
まえ が き に もあ る よ うに,日 本 の現 代 の新 聞 ・雑 誌 に現 れ た文 型,語 形
を収 録 し・ 使 用 実態 を調査 研 究 した う免 で・ そ の表 現 形 態 ・ 使 用 特 徴 の角
度 か ら5701項 目 を選 ん で分 類 ・解 説 した もの で あ る。 意 味 分 類 と し ては,
断 定,推 量 ・債 計(推 測),判 断 ・見解,結 果 ・終 局,仮 定,状 態 ・傾 向 ・
韓変(変 化),可 能,原 因 ・理 由,比 較 ・区別,根 拠 ・依 拠,排 除 ・除 外,
穣態 ・伝 聞 な ど計35項 目 あげ られ て い る 。各 文型 ・語 形 に は品 詞 接 続 の
態様 が記 され,中 国語 に よ る意義 解 説 があ る。 た だ し,例 文 には訳 注 が つ
いて い な い。例 文 も当時 の政 治 社会 を反 映 した性 格 の も の に偏 って い る と
ころ もあ り,具 体 的 な揚 面性 に欠 け る点 は惜 しまれ る。 これ だ けの量 を調
査分類 す る に は 加 な りの労 力 を要 す る もの と思 われ る が,さ らに類 似 表 現
につ い て い え ば,「 … さ えす れ ば」 と 「… か ぎ り」 な ど の 〈特 点 輿 区 別(特
徴 と区別 〉〉 の項 目を 設 け て 詳 し く解 説 して い る点 は他 に 類 例 をみ な い配
慮 で あ る。巻 末 に は意 味 索 引 とと もに,語 形 索 引 も同 じ く五 十 音 順 に配 列
され て あ り,学 習 上 の検 索 に資 す る かた ぢ と な っ て い る。
ロ3.『 日語慣用型』陳書玉編 商務印書館(1981)
こ れ は1.の 『日語 慣 用 型 』 を よ り実 用 的 に編 集 した と思 われ る性 格 の
もの で見 出 し もわ か りや す い体 裁 とな っ て い る。 計523の 文 型 を五 十 音 順
に収 録 し,そ れ ぞ れ く詞 訳(訳)>,〈 搭 配(品 詞 接続)〉,〈例 句(用 例)〉 の よ う
に構 成 され て い る3)。 訳 は一 つ に限 定 せ ず,中 国 語 で比 較 的 近 似 的 で あ る
と思 わ れ る複 数 の訳 を与 え て い る。 以 下 は項 目番 号37の 用 例 記 述 で ある 。
3)く 搭配〉とは文 宇通 りでは 「セ ッ トにす る」とい う意味で ある魁 文 法用語 と
して は結合 とい う意味に近 い.く動詞搭配>と いえばr動 詞結合」で あるが,具 体的
にはその後 に目的語 や補語 をどの よ うに配置す るか とい う意味 で用 い られ る。 中国









… な レ、うち トこ… た。
還 没 … 就 …。 岡lj…就 …。
動 詞 終 止 形 か… な い う ち に… たg
① 劇 揚 に入 って席 に つ くか つ か な い う ち に幕 が あい た。
② あ の子 は食 事 を終 る か終 らな い うち に こ っ く りを始 め た 。
③ タラ ップ を降 りる か降 りな い うち に 出迎 えの群 衆 か ら熱 烈
な拍手 で迎 え られた 。 ・・
〈例 句 〉に は 中国 語 訳 が あ る が,必 ず し も的 確 な用 例 び紹介 され て い る と い
うわ け で は な く,な か に は作 例 で不 自然 と思 わ れ る性 格 の も.の も あ る牝
用 例 の あ とに は解 説 が続 執 た とえ ば 「… 牟 … な い う ち に… た 」 とい う時
間 表 現 の項 で は,次 の よ うな注 釈 解 み られ る。
「か⊥ は副 助 詞 で不 定 を あ らわす 。 「うち に」 は一 定 時 間 の期 限 内 を あ
らわ し,中 国 語 の 「以 内,之 内」 に相 当す る。 この句 型 は前 の動 作 が 進
行 した ば か り,あ る い ぽ まだ 進行 せ ず,後 の現 象 がす で に発 生 して いる
こ と を示 す 。 前 後 の二 っ の動 作 は緊 密 に 関係 し合 って い 母。
た だ,こ う した 意 味 の説 明 は よ く理 解 された と して も,例 え ば 当文 型 に お
い て・ 同 一 動 詞 の肯 定 形 と否 定 形 の連 動 形 式 を用 い る とい った構 文 的 知 識
や,「 予 想外,予 測 外 の事 懸 発 生 を強調 す る」 とい った意 味上 の特 徴 に つ い
て の説 明 は不 十 分 で あ る よ うに思 われ る。 また項 目 ご と の解 説 は比 較 的詳
しい も の の,池 の類 似 的 な用 法 につ い て の説 明 は され て い な い。本 書 は 文
型,慣 用 句 と思 わ れ る表 現 単位 を 日本 語 の50音 順 に並 べ た も の で,副 詞
的表 現(「や む を えず 」 「こ の うえ」 な ど〉,接 続 表 現,文 末 表 現 な ど も区 別
され て お らず,や や雑 多 な印 象 を受 け る。 「～ に従 っ て 」「～ に際 して」「～
にわ た っ て」 「～ を通 じて」 恥 を問 わず`の よ うな動 詞 中止 形 の後 置 詞 的
4)例 文 の不 自然 さにはい くつかの要件 の欠落が考 え られる。場面性 が不明瞭で
あ った り,中 級 レベルの文型 が初 級 シベル の語彙表現 で短 く呈 示 され ていた り,ま
た文 の前 後の意味関係が理解 しに くいケ ースな どが考 え られ る。 その1まか政 治色の
強い語彙 使用 の点で特殊で あるとの印象 を与 える もの も少 な くない。
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な もの も多 く と りいれ て い る点 は 特徴 渉 あ る。 こ の ほ か 『日語 常用 短 語 』
(上海 諜 文 出 版社1986)と い う同一 著 者 に よ る もの も あ る が,こ れ は 「～
に変 わ りは な い」 な ど の文型 の一 部 と と もに ・ 「足 が速 い 」,「雀 の涙 」 な
どの慣 用 句 表 現,「 何 とか して」 な どの常 用 副 詞 表 現 な ど,991項 目 を収 録
し,50音 順 に配 列 してそ れ ぞ れ 訳 と例 文 を収 録 した も の で あ る。 こ こで も
「茶 を入 れ る」 の よ う な 連 語 的 講 成 の もの も 上 記 の慣 用 表 現 と 同一 レベ ル
で扱 われ て い る。 こ の よ うな項 目 を収 録 す る にあ た っ て の問題 点 の い くつ
かにつ い て は,第4節 でふ れ る こ とに した い。
□4.『 日語 常 用 詞語 例 解 』 田 竜 煕 編 商 務 印書 館(1964)
3、の 『日語 慣 用 型 』 とお そ ら く同様 の趣 旨 か ら編 集 され た も ので,「 常
用詞 語 」 の あつ か う範 囲 も 文型 一般 か ら・ 慣 用 句 ま で広 くわた っ て い る。
表現 項 目 は836を 数 え る。説 明 も簡 潔 で,例 文 も難 易 度 の点 で は 中級 程 度
の平 易 な文 を あ げ て い る、次 に そ の一 例(項 目番 号32)を 示 す 。
32.働 連 体]一 方 だ 越 来 越 …1一 直 …;一 味 一・。
一 層 大 き く変 化 す る一 種 の状 懇 を表 す
。 多 く消 極 的 な記 述 に用 い られ
る。
類 義 詞:… ば か りだ,'越 来 越 …目1一 直 …1一 全 勤 見 地 …1只 有 …;
只 是 …
① 自動 車 の数 はふ え る一 方 だ。
② 二 人 の 子供 が あいっ い で病 気 にな った の で借 金 は か さむ一 方 だ 。'
③ あの店 はサ ー ビス が よ くな い の で,.お 客 が減 る一 方 だ 。目
各 項 目の次 に は中 国 語 相 当 の文型 表 現,中 国語 に よ る説 明 と鷲 訳 つ き の例
文 渉続 い て い る。 例 文 につ い て は上 記 の例 は 文 末表 現 の一 項 目 では あ る も
のの,「 卍一 方 で 一」 の よ うに文 中 に現 れ る並 列 的 な意 味 用 法 も あ る こ と
か ら・r～ 一 方 だ」 と い う局一 レベ ル の例 文 の提示 だ け で は ・習 得 上 ・ あ ま
P効 率 的 で は な い とい う印象 を受 け る。 こ う した例 文 の提 示 方法 に つ い て
は本 書 に限 らず,広 く一 般 的 な 課 題 で も ある。 本 書 は,以 上 あげ た文 型 集
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の な か で は最 もコ ンパ ク トな もの で あ る が,実 用 的 で あ る こ とか ら,日 本
語 学習 者 に広 く活 用 され や す い自習 書 で あ る とい え る。
3。 中国の日本語文型教材にみる諸特徴 一2一
ここでは前述 した四種の文型集以後,中 国で出版 された文型 に関する教
科書教材 についていくつか特徴的なものを紹介 してい くことにする。
□5.『 日語 中 謂 語 的付 加 成 分與 漢 課 』 劉 振 瀟 著 商 務 印書 館(刃84)
文型 の考 察研 究 を行 い,よ り正 確 な記 述,実 用 的 な分 類 をす す め る に あ
た っ ては,目い うまで もな く 目本語 研 究 そ の もの を 深 め てい く必 要 び あ る。
本 書 は 日本 語 の文末 構造 に焦 点 を 当 て・ 次 の八 つ ρ述 語 の付 加 的 成分 に つ
い て分 類考 察 をお こ な った もので あ る。 中 国 にお ける・ 付 加 的成 分文 型 を
素 材 と した モ ダ リテ ィ研 究 とい う意 味 か らも,実 証 的 なア プ ロー チ に よ る
比 較 的 早 い時期 の研 究 成 果 で ある と言 う こ と がで きる。
a・ 形 式 名詞 を中 心 に構成 冬れ る述 語 の付 加 的成 分
例=の だン と い うの だ,の だ ろ う,の だ った,も の だ,こ とだゴ 甲一
b.副 助 詞 を中 心 に構 成 され る述 譜 の付 加 的 成分
例=ば か りだ3だ け だ,く らいだ,ほ どだ,ま で だ7ほ か な いラ …
c・ 二重 否 定 形 式 に よ って現れ る述 語 の付 加 的成 分
例:な けれ ば な らな い,ざ る を得 な い,ず に は い られ な い,….
d.「 に」 に よ っ て導 か れ る述 語 の付 加 的 成 分
例=に は 当た らな い,に 限 る,に 決 ま って い る,.に す ぎ な い,…
e,「 て」 に よ っ て導 か れ る述 語 の付 加 的 成 分
例:.て よ い,て も よ さ そ.うだ,て は困 る,て も始 ま らな いジ
f.「 か」 に よっ て導 か れ る述語 の付 加 的 成 分
例:か ど うか,か(も)知 れな い,か の よ うだ,か に 皐 え る,一
g,「 と」 に よ っ て導 か れ る述語 の付 加 的 成 分
例:と い って も よい,と 思 わ れ る,と は限 らな い,と され る,・
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h・ 「とい う」 に よ って導 かれ る述 語 の付 加 的成 分
例 とい うほ か な い,と い うわ け'ではな い,と い った と こ ろだ,
1・ そ の他
例 っ こな い・ っ放 しだ・ で は 塗 い か》 はず だ・ ぺ き だ,…
なか で も形 式 名詞 の述 語成 分 に つ い て は も っ と も多 く の 頁 を 割 き,類 似
的,派 生 的 な表 現 を で き るだ け詳 細 に論 じて い る。例 え ば 「～ の だ」 の項
につ いて は1「 一 の で は な い」「一 の だ ろ 恥 「～ の だ っ た」 恥 た の だ った 」
「～ の で は な か っ た 」 な ど の形 につ い て触 れ て い る点 に も
,類 書 に な い綿
密 な考 察 の視 点 が うか が わ れ る。 本 書 は 日本 語 学 習雑 誌r日 語 学 習』目に連
載 され た もの を ま とめ た もの で あ る が,日 本 語 の述 語表 現 の構 造 と意味 的
な特 色 を豊 富 な例 文解 説 と と もに記 述 した す ぐれ た研 究 書 で も あ る。 な
お,巻 末 索 引 に は 本 文 で触 れ られ た 文 末 文型159を 数 え る。
□6・ 『日語表達方式初探』王宏著 商務印書館(1981)
(表 達 方 式 〉とは 「表 現 形式 」の こ と で,こ こ で はそ の形 式 を七 つ に分 類
し考察 を加 え て い る。 す なわ ち・ 因果 関係,逆 接 関係,目 的,願 望,意
志 ・決 心 ・可 能,推 断 ・様 態 の各 表 現 形 式 の うち,使 用 頻 度 の高 い項 目 に
つ い て・ 比較 対 照 的 な考 察 を行 って い る。 こ の ほ か後 半 部 分 で は指 示 詞 の
用 法 、形 式 名詞 「こ と」 と 「の」 の用 法 とそ の区 別,「 わ け」 と 「はず 」 の
用法 とそ の区別 に つ い て も別 の章 を立 て て,考 察 を行 って い る。最 近,本
書 の前半 部 分 に さ らに最 近 の研 究 成 果 を と りいれ た改 訂 版r日 語 常 用 表 達
方式 』(上 海 外 語 教 育 出版 社199手)が 出 され た 。本 書 の特 徴 は類 意表 現 を多
くの例 文 と と も に 詳 し く論 じた 点 に ある5)。 箸 者 の 慣 用 句 に関 す る著 作 と
5)王 宏(1994)は 日本語 の表現形式 渉 中国語 よ りも 多い こと,そ の面での使 い
分1ナが困難 で あるこ とを指摘 してい る。特 に原因理 由を表す形式 では目本語 では80
以上の形式 が あるの1こ対 して 中国語 では10数 種程度 しかない と述べて いる。 中国・
語では文 の簡潔化 のために関連詞や連詞 などを多用 しない とい う背景 渉あるが,あ
るヤ・は この よ うな両 言語の比較対照 の視 点 か ら文型集 への関心が生 まれて きた こと
も想像 され る。
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しては,ほ かに 『目語助詞新探j(上 海詳文出版社1980〉,『 目語慣用語例
解手冊(人 体詞匪慣用語専鑑)』(上海 謹文出版社1983)等 がある。後者は 日
本語の慣用語(こ こでは慣用句ではなく慣用語 となっている)に ついての概
説 に続いて、 身体語彙に関する員用句表現 叫0を49の 部位 にわけ,例 文
ととも}こ説明を力買えた ものである。
□7.『 現 代 日語 句 型 』 孔凡 ・孔群 編 知 識 出版 社(1982)
本 書 は副 題 に も ある よ うに,文 末 表 現 意 図 に よ る文 型 の分 類 を行 った も
の で あ る。 前 述 の5.に み られ る述 語 表現 の考 察 を よ り簡 潔 に分 類 した も
の で,そ の 〈旬 型 〉(文 型}と してはL呼 喚 を表 す 文型(呼 び 掛 け,挨 拶 語,
感動 詞),2.命 令 を表 す 文 型,3・ 強 制 ・・義 務 を表 す 文型,ヰ ・禁 止 を表 す 文
型,5.勧 告 を表 す 文 型,6.許 可 を表 す 文 型,7、 要 求 ・依 頼 を表 す 文 型,
8・勧 誘 ・建 議 を表 す 文型,9・ 反 駁 ・非 難 ・不 満 を表 す 文 型,10・ 確 認 を表
す 文 型,11・ 反 問 を表 す 文型,三2・ 回 答 催 促 を表 す 文 型,13・ 同 意 求 め を表
す文 型,封.疑 問 を表 す 文 型,15.反 語 を表 す文 型,正6,語 気 を表 す 文 型,
17.保 証 を表 す文 型,18.理 由説 男 を表 す 文型,19・ 叙 述 を表 す 文 型 … な ど
計29の 文 型 にわ けて例 文 を あげ な がち 解 説 して い る6)。特 に叙 述 を表 す 文
型 では モ ダ リテ ィ要 素 に つ い て,さ らに一 般 陳 述 文型,判 断 ・主 張 文 型,
説 明 解釈 文 型,語 意腕 曲文 型,伝 聞 文型,否 定 文型 ・完 成 ・過 去 を表 す文
型 の七 つ に分類 し,類 似 的 な表 現 に つ い て もそ の異 同 を簡 潔 に 論 じ て い
る、 本 言 は コ ンパ ク トな サ イ ズ なが ら も初 級 か ら中級 に か け て の学 習 の要
所 をほ ぼ収録 した,自 習 書 と し ての性 格 をそ な えて い る。
次 に科 学 技 術 に関 す る文 献 を理解 す る た め の補 助 的 文型 教 材 に つ い てみ
て み よ う。 これ らは多 く理 工 系 大学 の学 生 や第 二 外 国語 と して の 目本 語 学
習 者 を対 象 に編 まれ た もの で あ る。
□8.r科 技 日語 慣 用 句 型 』 石 明徳 著 上 海科 学技 術 出版 社(1980)
6)中 国語 では文型 を 〈句型 〉,または く旬式 〉,く句子模式 〉と称す る こともある。
なお、〈句 法〉はシ ンタ ックス(統語論〉に相当す る。
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□9・ 「科 技 日藷 慣用 型1000例 』 蓑童 偏 編 宇 航 出版 社(1991)
□10・ 『実 用 日語 句 型 』・王 羊 編 電 子 工 業 出版 社(1991)
□11・ 『科 技 日語 慣 用 型 手 冊`宗 輝 ・閻 宝 利 編 国 防 工 業 出 版 社(1994)
8,は 目本語で書かれた科学技術文献に頻出する副詞,動 詞慣用旬,複 合
形容詞・接続詞から,接 続文型,文 末文型など452の 項目につ いて解説
し,例 文 を付 した ものである。ただ し,品 詞接続の特徴や類似文型につい
ては説明 を省いている。 日本語の例文の中国語訳をすぺて巻末にあげてあ
弓点 も特徴的である。9・もほぽ同様 の趣 旨で編集 されたものであるが,例
文の数は少ない。10・ は本文の説明も比較的詳組で,こ れまでの文型研究
の成果 をよくふまえた労作である。650項 目の慣用句型について50音 順
4〉配列のほかに,巻 末 では表現意図 にもとづ く分類(意 義分類は 「断定 ・
説明」か ら 「授受関係」まで計39項 目ある)が掲載されてお 夢,学 習者の
検索確認には至便である。1Lは 計2300余 の項目について見出し語 とその
中国語訳のみをあげた ものである溝,例 文がないためにその用法 を正 しく
理解するには不十分である。
次に初級 レベルの文型 を収録 したものにっいて紹介する。
口12・ 『日語基本句型講解』宋仰之著・光明日報出版社(1992)
□13.『 日語基礎句型績集』張国強編 北京工業大学出版社(1993)
12・ は初 級 の学 習 文型 と され る500の 項 目 にっ いて,そ れ ぞれ 結 合 構 成 ,
例 文,講 解(説 明)'が ほ ど こ され て い る。例 文 は どれ も短 い教 科 書 的 な文 例
で,文 型 を応 用 的 に学 び,実 際 の用 例 を理 解 す る には不 十 分 で ある。 同 様
に13,も 初 級 か ら中級 にか1ナて の文 型 表 現 を220と りあげ,例 文 と と もに
解 説 を加 えた も の で あ る、これ も50音 順 の配 列 に よ る もの で,慣 用 的 と思
われ る表 現 形式 につ い て は特 に表 現 単 位 の基 準 もな く,一 語 的 な も の,連
語的 な もの も常 用 的 な視 点 か ら列 挙 され て い る。 あ る程 度 の 目本語 の学 習 ・




14.け 副詞および副助詞 と呼応する慣用的な述語表現 を収録 した もの
で,初 級 から中級程度までの計261の 項 目を数える畢それぞれ ㊨項 目のあ
とには解釈,意 味,類 義語,例 文が対訳とともに紹介されている。15は 文
型 を断定呼応型,否 定呼応型,比 喩呼応型など計16の 「呼応文型」 に分
類 して,計629の それぞれ の項 目ごとに意義・連接・類義語,例 句,補 充
説明を中国語で記述 したもの冬ある。この 「搭配 」は広 く 「呼応」 と解釈
されてよいが,こ こでは副詞だけでなく接続部分 と文末形式 との関連形式
(「～たところ～そ うだ」 など)に ついても積極的にとρあげている。 中国
語で 「関連語」といえば文末 に呼応する副詞的な成分 とともに共起する接
続,文 末表現を一括 して称 し,そ の趣旨にもとづ く慣用句辞典の類 も多い
が,日 本語においても同様の撹点 を生かして分類考察 した もの と思 われ
る。
□16.r日 語語法難点学習手冊』劉振泉編著 上演鐸文出版社(1994)
中 国 人 の主 と して 目本 語 の 中級 以 降 の学 習 者 に と っ て間 違 いや す い文 法
項 目,例 えば 「～ こ とに な る 」 と 「～ よ う にす る」,「一 ご と に」 と 「～ た
び に」,「鮮 につ いて 」 と 「～ に対 して」 な ど類似 的 な表 現 の 異同 につ いて
平 易 な解 説 を ほ ど こ・した もの で,接 続 法,例 文 分 析 な どに よ っ て詳 し く論
じて い る。 そ の比 較 対 照 の項 目は計72組 に及 ぷ が,巻 末 に はmの 文 型
が あ げ られ て い る。 こ の よ うな比 較 に よ る文 型 解 説 の方 法 も実 用 的 で あ







な ど が あ る。 これ らの 中 に は19・ の よ うに放送 目本 語教 材 の補 助 教 材 用 と
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レて編集 された ものも含 まれている。
以上,手 元にあるおよそ20点 ほどの文型教科書教材の概要を紹介 して
きたわけであるが,量 的にも中国の日本語教育教材のなかでも比較的大 き
な比璽 を占めていることが分かるであろう。現在,日 本ではこうした種類
の教材 に触れ る機会 はそれ ほど多 くはない。中国ではよ り実践的な語学教
育の指向性が高 いということであろうか。現代中国語についていえば,文
型辞典 に類する工具書 をしばしば見かけることが あるが,中 国語における
虚詞,介 詞の発達 から,こ の用法 を正 しく会得 させるようとする目的が考
えられる7ン。これ らの背景が以上あげてきた 日本語の文型教材の編集意図
と多くの接点をもつのではないか,と いうのが筆者の率直な印象である。
次にこれまであげた文型教材 に共通 して見 られ る項 目の分類 と選定につ
いて,い くつかの問題点をさぐってみることにしたい。
4.文 型 記 述 の要 目 に つ い て
学習 者 に提 供 す る文 型 教 材 の あ りかた を考 え る ど き,構 造 文 型,表 現 文
型 とい う大 きな枠 組 み の どち らを優 先 して提 示 す る の か とい う間 題 と並 行
して,"わ ば文型 の難 易 度,類 似 文 型 の呈示 とそ の比 較 ・ 見 出 しの方 法 ・
意 昧 の記 述,例 文 の 的確 さな ど,さ ま ざ ま な問題 が提起 され て くる8〉。 一
方,そ う した`㌧ ・一 ド面"の ほ か に文型 集 を実 際 の授 業 のな か で ・ また
自習書 と して どの よ うに 生 か し,活 用 して レ～くか と い ういわ ば"ソ フ ト
面 「 での方 法 論 が問 題 とな る。 単 な る 文 型 の手 弓.1きとい うだ け の 性 格 で
は,実 用 的 な用途 は 見 えて来 ず,資 料集 的 な域 を ま ぬ 誤れ な い で あ ろ う。
中国 で出 版 され た 文型 に関 す る教 材 をみ る と,ほ とん どが練 習項 目 もな
7)こ こでは王起瀾(198S),張 衛国(1992)な どをあげてお く。
81構 造文 型 と表現文型の概要 にっいては 寺村(1988)な どを参照 のこ と。文 型
の分類 にあたって は目本 語の50音 順 の配列,表 現意 図による分類配列 のほか,名
詞 文,形 容詞文,.動 詞文,ま た単文文型,複 文文型 とい う大 きな分 類力堵 孝 られ る。
また複合動詞 につ いて も使用頻度の高 いもの(r～ 始 める」など)や ・接尾辞(r～ や
すい」 など)に っ いてはpこ れ らを文型 として扱 うケー ス も少 なくない。
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く,い わ ば確 認 のた め の 自習 教 材 的 な 性 格 び強 い こ とが了 解 され るの で あ
る が,こ こ で はそ う した文 型 の分類 基 準 と項 目の選 定 に つ い て気 づ いた点
を あ げ な が ら・ い くつ か の間題 点 を確 認 して い くこ とに した い。
a)副 詞,接 続 詞 の扱 い に つ いて
文型 の 中 に副 詞,接 続 詞 的 な要 素 をど の よ うに位 置 づ けるべ きか は,文
型 分 類 の際 に も っ と も問題 と なる検討 課 題 の一 つ で あ ろ う。 句 末 』節 末 表
現 と関連 す る接 続 詞 の あつ か い,ま た,特 に文 末 表 現 との共 起 成 分,呼 応
成 分 と して の副 詞 につ い て は,個 別 の 見出 し と して 項 目 に 立 て るべ きか,
あ る い は文型 表 現 と と も に呈 示 す る のか とい った 問 題 が指 摘 され る・
「～ と ころ で」 とい う句 末 ・節末 文 型 を例 に と りあげ てみ よ う。 これ に
は時 問 ・空 間 の位 置 と し て の時 点 ・地 点 と考 え,行 為 の途 上(完 了1未 完
了)を 表 す 意 味(「会 社 を出 た と こ ろで 」,「部 屋 を出 よ う とす る と こ ろ で」)
の ほ か に,一 方 で 「～ て も」 に準 ず る逆 接 表現(「 大 学 を 出 た と こ ろ で」
「彼 に頼 ん だ と ころ で」)の 文 型 が あ る。 後 者 は と くに 「い く ら」 「どん な
に」 と い う不 定量 を表 す程 度 副 詞 を と もなわ な くて も,十 分 に逆 接 表 現 と
して用 い られ るが,後 件 に は否 定 的 な 意 味 内容 が 要 求 さ れ る。 前 者 の場
合,r一 と こ ろで」1の 前接 部 分 に も特 徴 が あ るが,通 常 は発 見 事 態 と し て
の否 定表 現 は導 び かれ に くい、 か りに 「会 社 を出 た と こ ろ で,友 達 が待 っ
て い る こ と に気 付 か な か った」 の よ う な文 が あ る とすれ ば,「 と ころ」 は
被 連 体修 飾 語 と して実 質 的 な意 味 を もつ こ とにな る。 した が っ て,後 件 の
文 の設 定 に際 して も,こ れ を慎 重 に あつ か う こ とが要求 され る。
こ の 「川 と こ ろで」 も 「と ころで』 と い う接 続 詞 とな る と,話 題 の展 開
を表 す だ け で,以 上 の意 味 の関連 性 は認 め られ な い。 日本 人 に は 自明 の こ
と で あ っ て も,学 習 者 の混 乱 をまね か な いた め の配 慮 も必 要 で あ るよ う に
思 われ る。一 方,こ の接 続 表 現 の 「～ と ころ で」 は別 の項,す な わ ち 「い
く ら ノどん な に ぐ～ とこ ろ で)」 とい う副詞 の項 にお いて句 末 ・節 末 文 型 と
同 時 に呈 示 され る こ と も少 な くな い 。学 習者 に とっ て別 々 に こ れ らの用 法
を理 解 す べ き なの か,ま と ま った 単位 と して習 得 した ほ うが 効率 的 で ある
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のか・ 検 討 を要 す る問題 で あ る。 こ の揚 合,呼 応表 現 や類 似 表 現 を学 習 者
に参 照,確 認 させ る よ うな指 示 を明記 す る こ と も一 つ の工 夫 で あ ろ う。
接 続 詞 につ いて も・ 別 に項 目 を設 け る か,文 型 と して あつ 炉 うの か,議
論 の わ かれ る と こ ろで あろ う。 「した が って 」,「加 え て 」,「これ を受 け.て」
とい った 動 詞 転 成 の接続 詞 な ど につ いて もど うあつ か うか も検 討 の対 象 と
な る。接 続 助 詞 と接 続 詞 との関係,例 え ば 「～ と」 と 「(の)と/(そ う)す
る と」,「パ結 果 」 と 「そ の結 果 」,「 ～ の に」 と 「そ れ な の に」 とい った
``可 展 的 な".性 格 を もっ もの に つ い て は
,「 ソ」 系 指 示 詞 を用 い る傾 向 な
どの分 析(一 般 に こ うした 「ソ」 の もつ 指 示 性 は低 い と い われ る〉と と も に
再 考 す べ き点 で あ る。
目 b)慣 用 語 と慣 用 句 及 ぴ 慣 用 型 との 関 係 に つ いて
上記 「文 型 集 」 に は文型 と規 定 す る に1ま小 さな 単位,す な わ ち慣 用 句 表
現 が多 く含 まれ て い る とい う特徴 がみ られ た 。常 用句 的 な視 点 か ら慣 用 型
の な か に位 置 付 け られ る とい う認 識 で あ ろ うゐミ,こ の点 は 明確 に 区別 した
ほ うが賢 明 で あろ う。 さ らに慣用 句 とと もに,例 えば 「役 に立 つ」 とい っ
た補 文 節 「～ の に」 を とる連 語 的成 分(「 ～の に役 に立 つ 」)につ い て も これ
を 「茶 をに ごす 」 の よ うな慣 用旬 と同 列 に見 な して い る も の も み られ た
が,「 ～の.に茶 を に ごす」 とい う表 現 は文 型 項 目 と して は位 置 しが たい 。
連 語 成 分 につ い て も う一 つ の問 題点、を あげ る。 「結 果 が出 る」,「 被 害 を
こ うむ る」 な ど の連 語成 分 は,そ れ だ けで は実 用 的 な意 味 をな さな い一 面
が あ る。 内 容説 明 の連 体修 飾 成 分 を 「とい う」 を介 して受 けな が ら,「 厚 と
い う結 果 が出 る」,「 ～ とい う被 害 を こ うむる 」 とい った使 い方 の習 熟 が,
特 に中上 級 以 降 の段 階 で要 求 され る こ と にな る.「 出 る」,「こ うむ る」の よ
うな形式 動 詞 ・・機 能 動 詞 的 な もの の あつ か い に つ い て も,文 型 の範 疇 に入
れ るべ きか ど うか の検 討 も必 要 で あ ろ う。 と.もあれ,文 型 を どの ス ケ ール.
で認 定 す るの かは編 者 の 意識,意 図 に よ って さま ざま な異 な りをみせ る。
形 容 詞 につ いて も 「パ の もは な は だ しい/お こが ま しい …」,「～ の は簡
単 だ/か た い… 」 とい った補 文節 を導 い て程 度 の説 明や 感 情 の表 出 を意 図
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す る も のに つ い て も文型 的 な扱 い を.され て よ い もの も ある し,基 本 副 詞 と
同 じ よ うに別 の 分 類 の土 夫 が必 要 で あ る よ うに思 われ る.ま た,「(困 っ た ノ
幸 いな/う れ し い…)ご とにj,「}口 に言 っ て/結 論 を言 え ば… 」 の よ う
な 文 頭 副 詞 につ い て の扱 い も検 討 の対 象 とな ろ う。
c)述 語 形 式 と他 の 成 分 との 関係 に つ い て.
例 え ば述 語 形式 と接 続 形 式 が連続 して い る よ うな文 型,「 ～ に至 る」 と
「阿 に至 っ て」
7「 ～ に よ る」 と 「～ に よ っ て 」》 「～一 心 だ 」 と 「一一 心 で」
な どに つ い て,ま た 述 語 形式 と 副詞 表 現 と の 関係 で は 「～ の は初 め て だ 」
と.「初 めて ～ 」,「～ のは い うま で もな い 」 と 「い うま で も な く卍」,「～ の
が絶 え ない 」 と 「絶 えず 乍 」 な どに つ い て,あ る い は文頭 副 詞 「はず か し
い こ と に」 と 「解 こ とは はず か しい」 な どの項 目 を ど の よ う に扱 うの か な
ど も,文 型 項 目の 選 定 に あ た っ て検討 す ぺ き課 題 で あろ う。
d)結 合構 造 に 関 す る記 述 に つ いて
品詞 的 な結 合,接 続 につ い て は も ち ろ ん,「 ～ につ れ て」 と 「～ の に応
じて 」,「甜 に越 した こ とは な い」 と 「一 のに変 わ 里 まな い」 の よ う にそ の
ま ま補 文 節 を受 ける もの と準 体 助詞 「の 」 を必 要 とす る も の,ま た 「一途
端 」 「一 タ結 果 」 「～ タ あ げ く」 など,そ の 文型 が完 了 形 に接 続 す る もの や
「～ル や い なや 」な ど
,同 一 の意 味構 造 を なす とは い え,そ の文 型 が 完 了 形
(タ形)に 接 続 す る の か,基 本 形(ル 形)に 接 続 す る のか とい った形 態 につ い
て の説 明 記述 も,学 習 者 側 の便 を考 え る の で あれ ば必要 と され よ う。 しば
しば見 られ る学 習 者 に とっ て構 造的 な理 解 が 十 分 に不 明 瞭 で あ るボ ゆ え に
使 いづ らい とい った先 入 観 を軽減 させ る た め に も必 要 な配 慮 で あ ろ う.
e)類 義 表 現 文 型 の扱 いに つ い て
文 型 研 究 の最 近 の成 呆 と して 類義 表 現 の分 析 解 あげ られ るが9),た と え
ば 「配 な り」 と 「～ き り」,「～ ごと に」 と 「パ お きに 」,「～ を 通 して」 と
「ヴ を通 じ て」
,「 ～わ けで は な い」 と 「～ とは 限 らな い」 と い った,比 較
9)例 えば仁 田 ・宮 島(1995)な どが あげ られ るが,さ らに小項 目の表現 単位 に
わたって も類型的 な分類 が必要 とされよ う。
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的類 似 性 が高 く・ かつ 学 習 者 に と っ て異 同 が理 解 困難 な文 型 表 現 につ い て
は,た だ個 別 に例 文 を呈 示 す るだ け で な く,そ の特 徴 が 明確 に わ か る よ う
な例 文 に よ る比較 対 照 の工 夫 も必 要 と、慰 われ る.「 ～ に と も な っ て」 「一 に
つれ て」「～ に した が っ て」な ど につ い て も,意 味的 な比 較 分 析 だ げ では な
く,統 語 的 にみ て 「(改革)に と もな う(変 更 〉」 の よ うに連 体 修 飾 構 造 を許
す もの とそ うで な い も の(「*(改 革)に つ れ る/し た が う(変 更)」)と の相 違
事項 な ど に も注 意 を要 す る と こ ろ で あ る。
f)使 用 頻 度,難 易 度 の明 泉 につ いて
学 習 レベ ル に準拠 した 形 で,初 級 文型,中 級 文型 な どの 明記 も考 慮 され
るべ き で あ ろ う。 と くに中級 文型 の幅 が ㊥ るや か で そ の規 定 も漠 然 と した
もの が あ る 抵 よ 勢多 くのテ キ ス トを分類 調査 しな が ら・ そ の選 定基 準 を
ある程 度 明 確 にす べ き で あ ろ う。 また 「一や も しれ ぬ」 な どの文 語 的 な表
現 でや や 特 殊 な文脈 で用 い られ る もの につ い て は そ の 旨 の説 明 も必 要 で あ
ろ う。 こ の文型 の枠 付 け に は今 後 広 範 囲 の調査 が必 要 と され る。
難 易 度 につ いて は,再 び形 式 名詞 「と こ ろ」 を含 む接 続 表 現 を例 に の べ
てみ よ う。「～ と こ ろ を」,「～ と こ ろへ 」 には文 の構 成 意 図 に よ って次 の よ
うに二 つ の基 本 的,及 び 発 展 的 な 意 味 が認 め られ る。
〈～ と ころ を>
① 原 宿 で ぶ らぶ ら歩 いて い る と ころ を写 真 に と られ た ・
② 「お お じ しん」 と読 む と こ ろ を 「だ い じ しん」 と読 ん だ 。
〈パ と ころへ 〉
① 食 事 を して い る と ころ へ新 聞 の集 金 に来 られ た 。
② 疲 れ てい る と ころ へ ・風 邪 まで ひ い て寝 込 ん で レま っ た。
この うち,そ れ ぞ れ ① の用 法 に つ い て は よ くと りあげ られ て も,② につ
いて はふ れ られ て い な い文 型 集 も多 い。 これ は ① が基 本 で ② が上 級 以 降
の文 型 と して特別 な注 意 が払 われ て いな いか らで あ ろ うか。 こ の よ うな形
式 名詞 を含 ん だ多 義 的 な意 味 を もつ文 型 に つ い て は,一 次 的 な(基 本 的,中
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心的な)・意味のほかに二次的な・(発展的,付 随的な)意 味をどう扱 うかとい
う難易度の問題 についても検討 を必要 としよう。
9)例 文の的確さについて
文型 をめぐる用例の吟味は重要である。例文の呈示で問題点となるのは
前述でも触れたが,揚 面性が特徴的であった り,と りわけ他の新出と思わ
れる文型要素が含まれていたりして,そ の文型を履修するのか焦点がはっ
き りしないケースもあろうと思われる。中級以降の文型 にふ さわしい難易
度や知的内容 をそなえ,か っ実用度の高い例文の提供がのぞまれ る10)。平
均的と思われる学習者の発想 をふまえた用例集であってこそ,文 型集の重





ても 「～を見越 して」「酎のにちなんで」mな どといった慣用的項臥 また
「～見通 しだ」「～のは一 目瞭然だゴ「～てはばからない」といった文末表現・
の多様な形態につ いても調査研究が必要であろうし,助 詞,助 動詞相当の
表現 をどのていどまで拡大解釈すべきかという課題も残 されているαまた
それに付随する的確な例文の収集も並行 して進められるべきであろう。加
えて,一"文法的な慣用表現"と いわれる反復 文型(「[行 くIlこは[行 った1
工0)こ れ に関 して 市川(1995)で は前件 と後件 の意 味関係 の成 立 を因果関係の領
域 において調 査分析 を試みているが・複文 にみ られ る接続表現 の使 い分 けにつ いて
の分 布調査 は今後,誤 用例分析 とともに文 宋表現 の意味制約 を考 える うえで も重 要
な作業 である といえよ う。
11)複 合辞 については,森 田 ・松木(1989)で は助詞相当表現・助動詞相当表現 と
い う大 まかな分類 がなされている。た だ 「～に変 わ りはない」「～兆 しがある」「～
の は もったい ない」 などの文末述語 の慣用 度の比較 的高い,複 合辞 の周辺 にある も
ののあつかい にっ いては触れ られていない。今 後の分 類考察 の課 題 でもあろ う。 な
お,複 合辞 の周辺的要素 については田中(1995)で 「動詞性一」,「名詞性一」,「形 容
詞 性一」 な どの分類 的な試論 を展 開した。
一
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が」,「[行 った1ら[行 った1で 」ジ 「[行こDと[行 く]ま い と」 な ど)に つ い て
は,ど の範 囲 まで考 慮 され る か も重 要 な検討 課 題 で あ る と思 わ れ る12)。同
時 に,よ り発 展 的 な高 次 の文 型 集 に お い て は例 え ば 「～ て もパ た ら～ だ 」,
r解 の に解 で は～ だ」,r～ の で ～ か ら～ だ」 の よ うに連 鎖 的 な複 文構 造 に
つ い て も調 査 分 類 が必 要 に な る で あ ろ う。
5・ より整備 された文型集をめざして
昨今,日 本 国内の 日本語教育において文型用例集 炉 どの程度整備 され,
関心をもたれ ているかについて考 えてみたい。今 目おびただ しいほどの教
科書,教 材 が出版 され ているもgの ・それ らにみられる文型の分布・調査
報告がそれほど多 くないという点 は,.文型そのものの関心の程度 を反映す
る結果ともなっているように思われ る。現在,日 本国内で複数 の教科書 を
調査対象 に文型集 という目的で編集 されたものとしては,砂 川有里子 ・駒
井聡他編 『中 ・上級 目本語教科書文型索引』(1990)が あるが,こ れは書 の
題目通 り,教 科書の中の文型 の分布調査 とい?た 性格 をもつ.もりで,例 文
にはテキストのア部が記載 してあるだけである。収録 された項 目にっいて
言 えば,「同じ」「なる」 といった語彙 レベルのものまで多 く含 まれている
ことを考えると,こ こでも文型選択 の意図 ・基準 は明 らかであるとはいえ
ない。解説説明はないかわりに,参 照文型 が指示 され ていることから,検
索には便利 であっても学習者にとっての活用の配慮 という面では不十分で
はないだろうか。なお現在 にいたるまで引き続き中級以降の教科書教材 が
多く出版 されていることから,こ うした調査 は一度で終わ る もの では な
く,改 訂 を試みなが ら項 目を適宜補充 して瞥く必 要があることはいうまで
12)國 廣(1989〕 で は 「食ぺ に食べた」「泣 くも泣 く」「親 も親な ら」「事情が事情
だか ら」 と.いった反復 一腔の闘 的 な表現 形式 を 「枠組 み闘 句4と 称 しているが・
辞書の見出 し項 員にっいて もこれ らの扱 いはまだ不十分な ままで ある。 また 「や る
ときはや る」r行 った り行 かなか ったP」r行 くも行 かない も」の よ うな ものまで含
めれば,そ の範 囲 ・基準 について も未 整理 な点 が多い。 なお,こ れ らの動詞 の反復
的な表現形弐 について は田中(1989)で 一部 を考察 した。
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もないB).ま た、文型集には例文が不可欠であることから,よ り的確な例
文 を集積するために魅 それ らの使 い分けの分折 ・調査が必要である。 こ
れには誤用分析などの作業 も並列 して行われる搭要 がある。早稲閏大学 日
本語研究教育センターでも中級文型集の 開発,整 備が続 けられているが,




るであろうし,ま た自習書 として考えた場合,例 文とともに用例説明など
について各国語訳なども考慮 されてよいであろう鋤。
本稿 では中国で出版 された教材の中でも主として文型に関する教科書教
材 をとりあげて,そ の扱われるおおまかな特徴をみなが ら,文 型集のもつ
意味 を考 えてきたわけである谷,そ の特色 ・傾向に学ぶ一方で,現 在欠如
とされている教材の空 白を埋める作業の一っ として考えてみたい。文型集
を手掛か りに,今 後よ9多 方面からの教材の比較考察 を望むものである。
今 日多 くの教科書教材が学習 レベルを闇わず,出 版 されているものの,
その横 を結ぶr横 断的な教材」 として文型についての教科書,教 材の工夫
が求められるところで ある。日本語教育における文型の見直 しは・巨視的
な立場 に立てば,学 習項 目の難易度を再考 し,そ の習得のためにはどのよ
うな分類,比 較対照する方法が模索 されるのかといった課題 を提供するこ
とになろう.つ ま弘 初級から中級,上 級にいたる文型 の質,構 造につ い
ての見識 とそれ らの相互の癸展性,関 連性についてより関心 を深めること
13)築 島値(1993),来 嶋他 〔1994)による調査報告 はその意味 で,最 近の教科書,
敦材 につ いての文型 の分 布傾向 を知る うえで,示 唆 的で ある。 このほかに人文科 学
や社 会科学,ま た科学技術 とい った 「専 門教 育分野別」 に特 徴的 な文型の あらわれ
る傾 向 について も調 査 が望 まれ る。仁科 ・武 田(1993)ほ 後者 にお ける調査分析 の
成 果 の一 つで ある0
14)田 中 く1996)ではr文 型表現用例集」の整備 ととも1こ,実 例 による誤 罵訂正 を
と り入れ た 「作文表現 用例集」の必要性 を挙 げている。
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が期待 され るのではないだろうか。実際の教学面における文型の提出,導
入にあたっては,等 級づけ,順 序立てに常に注 目す る必要があることも,
またそこから具体的に導かれていくに違い目ない。本稿 では文型 について,
現状での問題提起牟らかな り理想論的なことまで言及 してきたが,今 後の
文型研究に関心をつないでいくに当たっての一つのきっかけとしたい。
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